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●ＮＯ．543 2012/4 第 4 例会●
 

テ－マ  『 Let’s Enjoy Ｒotary 』 
 

●創立日：Ｓ33 年 1 月 10 日  ●ＲＩ加盟認証日：Ｓ33 年 2 月 6日          
●会 長：沓名俊裕 ●会長エレクト：大見 宏 ●副会長：石川 博 ●幹 事：永谷文人 
●クラブ会報：神谷 研  寺田孝司  恒川憲一 
●例会日：毎週金曜日 12：30〜13：30 ●例会場：碧海信用金庫本店３Ｆ／安城市御幸本町 15-1 
●TEL：0566 - 75 – 8866 ●FAX：0566 -74- 5678  
●Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp ●HP：http://www.anjo-rc.org 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2684 回例会 
2012 年 4 月 27 日(金)18 時 30 分から 

ジャズ例会 

例会場：初寿司 

司会者：山口研君 
ソング：「我等の生業」（演奏：森谷ワカ様） 

ゲスト：森谷ワカ様（ボーカル、キ－ボ－ド） 

        

加藤大智様（サックス） 

野本謙之様（ウッドベ－ス） 

赤座 薫様（ギタ－）（中津川センタ－ＲＣ） 

瀬田なお子様（フル－ト） 

今岡友美様（ボ－カル） 

ﾋﾞｼﾞﾀ-：平野勝則君（三河安城） 

大見満宏君（三河安城） 

 

出席報告 
会場委員会 山口研君（代理） 
会員 56 名 出席義務者 43 名  出席率 100％  
 

会長挨拶  会長 沓名俊裕君 

     
本日は安城ＲＣ初めてのジャズ例会です。企画から準備をし

てくれた山口研君に謝辞。 
ゲストとしてお招きしたボ－カルの森谷ワカさんは、安城市

丈山小学校の出身だそうです。また、ギタ－を演奏してくださ

る赤座薫さんは中津川センタ－ＲＣのロ－タリアンですが、 

 

医療法人社団日新会城山病院の理事長さんで、かつては安城

更生病院のお医者様だったそうで、多彩な才能をお持ちの方

です。 

そして、ベ－シストの野本謙之さんはカリヤ園芸有限会社

の代表取締役でありながら、ジャズ界では有名なベ－ス奏者

だそうです。サックスの加藤大智さんもフル－トの瀬田なお

子さんもようこそいらっしゃいました。本日はよろしくお願

いします。皆様よくご存知の今岡友美さんも駆けつけてくれ

ました。 

私は、カラオケは大の苦手です。益してお酒が入るとお酒

が入ると音程がさらに狂ってしまいますが、聞くほうは大丈

夫です。ジャズもワインも大好きです。 

安城ＲＣにはワイン＆ジャズ同好会がありますが、本日は

ふさわしい例会になりました。今後も楽しい企画をお願いし

ます。 

   

幹事報告  幹事 永谷文人君 
・ガバナ－補佐事業ご苦労さん会＆次年度地区大会がんばろ

う会 ４月２８日 18：30 から 川本 

・５月４日（金）は法定休日により休会です。事務局もお休

みです。 

・次年度理事・委員長の方は、計画書の原稿をワ－ドデ－タ

で５月１１日までに提出ください。 

・５月５日（土）愛知学泉大学オ－ケストラ定期演奏会の案

内がきております。チケットを 1000 円で販売します。 

 

ニコボックス報告 
・ニコボックス委員会 戸谷央君 

 本日のニコボックスメッセ－ジの紹介。 
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乾杯 

 発声：原田慶三郎君 

 

 

◇本日の例会 

・ジャズ例会 

・唄＆演奏： 

森谷ワカ様 （ボーカル、キ－ボ－ド） 

加藤大智様 （サックス） 

野本謙之様 （ウッドベ－ス） 

赤座 薫様 （ギタ－） 

瀬田なお子様（フル－ト） 

今岡友美様 （ボ－カル） 

演奏曲目： 

S’wonderful 

リカ－ドボサノバ 

テネシ－ワルツ 

悲しい酒 

Over the Rainbow 

Summer time 

Route66 

 

   
    森谷ワカ様        加藤大智様 

 

    
赤座 薫様       野本謙之様 

 

 

 

  

 

今岡友美様       瀬田なお子様 

  

 

 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

 

◇ガバナ－補佐事業ご苦労さん会＆次年度地区大会が

んばろう会 

 ２０１２年４月２８日１８：３０から 於：川本 

 

会長 沓名俊裕君 

（ガバナ－補佐訪問） 

細井ガバナ－補佐が分区内９RC を訪問した時大好評

だった映像によるガバナ－補佐の卓話は、CMBAR の恒川

憲一君と同社のスタッフの力作です。細井ガバナ－補佐

が、あ～でもないこうでもない、と色々注文をつけても

何とか実現しようとひたすら努力してくれた成果です。

（ガバナ－補佐杯ゴルフコンペ） 

ショットガン方式での運営は初めてだったと思いま

すが、大成功でした。また、ゴルフをされない加賀様は

じめ皆さんの多大なご協力があってこそ、コンペが滞り

なく開催できましたことに、改めて感謝申します。 

それと例年のコンペですと参加者がバラバラと帰っ



 
てしまいますが、我々のコンペでは懇親会終了まで誰一

人として帰りませんでした。もっとも我々が出入り口を

閉めて帰りにくい雰囲気を作ったのも大きかったかも

しれませんね。 

（IM をホストクラブとして開催） 

石原昭 IM 実行委員長が細部に亘り検討と打合せを重

ねてくれた成果です。我々が行ったディスカッション方

式について、陪席いただいた盛田和昭パストガバナ－よ

り最大級の賛辞をいただきました。というのも、盛田 PG

より、本来の IM（インタ－シティ－ミ－ティング）は

IDM（インタ－シティ－ディスカッションミ－ティング）

が正しい形式であって、それを復活させ運営された安城

RC は大変すばらしい、さすが歴史のあるクラブです、と

仰っていただきました。 

それでは、本日は皆さん時間一杯楽しんでください。

 

ガバナ－補佐 細井英治君 

本日は、休日にもかかわらず大勢の方々にお集まりい

ただき、ありがとうございました。会員のご協力があっ

たから、すべての事業が滞りなく終了できました。 

また、分区内９ＲＣの訪問では、原田パストガバナ－

補佐より貴重な助言を多くいただき、大変感謝いたしま

す。 

そして、ＲＩ会長方針を映像化してくれた常川君に改

めて謝辞を申します。 

１１月２３日のガバナ－補佐杯ゴルフ大会は、皆様の

ご協力で大成功に終わりました。お礼を申します。 

ＩＭについては、企画段階では散々悩みましたが、石

原実行委員長の下、ディスカッションと発表会という形

式は、段取りよく進められて、本当のよかったと思いま

す。 

盛田和昭パストガバナ－から、安城のＩＭが最も良か

った。ＩＭは本来はＩＤＭといい、このディスカッショ

ン形式が本当のＩＭだ。と、お褒めをいただいた謝文の

手紙をわざわざ送ってくださいました。 

ＩＭまでは、ＩＭのことで頭がいっぱいでしたが、こ

れからは地区大会に頭を切り替えて、ホストクラブとし

てしっかり準備を進めていきたいと思います。 

 

ガバナ－補佐杯ゴルフ大会実行委員長 成瀬介宣君 

 もう５ケ月がたちました。ショットガン方式とお天気

が心配でしたが、皆様のご協力で大成功に終えられまし

た。 

 ゴルフをやらない人でも手伝っていただき、前日から

多くの会員が来てくれました。これがロ－タリ－だと実

感しました。 

 その結果、美酒を味わわせていただきました。 

 

ＩＭ実行委員長 石原昭君 

 先ずもって会員に謝辞。 

 １年以上前に細井ガバナ－補佐から指名されました。

ご指名をいただいてから、１ケ月に１回程度実行委員会

を開催しました。 

 細井ガバナ－補佐方針の「友だちを作ろう」から親睦

とミ－ティングを主体にした形式のＩＭを行うことに

しました。皆様のご協力で、細井ガバナ－補佐の顔を潰

さずにすみました。 

 

乾杯の発声とあいさつ 原田慶三郎君 

 ガバナ－補佐訪問では、昔は言葉で伝えることしか方

法がなかったが、今回の細井ガバナ－補佐が行ったビジ

ュアル（映像）で伝えるという方法は本当に良かったと

思います。 

 安城ＲＣはかつては何度地区から頼まれても断って

いた地区大会を次年度にホストを務めます。会員の皆様

のご協力が必須です。よろしくお願いします。 

 ここで乾杯をしたいと思いますが、沓名会長、細井ガ

バナ－補佐、成瀬ガバナ－補佐杯ゴルフ大会実行委員

長、石原ＩＭ実行委員長、映像化した常川君並びに寺田

ガバナ－補佐幹事に対して、皆様で今一度拍手をしまし

ょう。（一斉に拍手） 

 では、「乾杯！！」 

   

 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

今週のトピックス 

＜ホンダ、レアアースをＨＶ電池から回収 技術確立＞

 ホンダは 4 月 17 日、ハイブリッド車（ＨＶ）のニッ

ケル水素電池に含まれるレアアース（希土類）を再利用

する技術を確立したと発表した。金属材料を手がける日

本重化学工業（東京・中央）とこのほど開発し、今月下

旬に同社の工場に導入する。量産工程に導入するのは世

界で初めてという。希土類の産出国の中国が資源囲い込

みに動く中、再利用を進め、調達リスクを減らす。 
（2012/4/30 日本経済新聞ＷＥＢ版 より転載） 
 




